
平成27年度 予算と主な事業についてお知らせします平成27年度 予算と主な事業についてお知らせします

【予算概要】
　安全で安心な水を供給できるよう、浄水場設備や老朽化し
た水道管の更新などを行い、地震災害等に強い水道づくりを
進めます。

【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●老朽管等の更新工事に要する費用・・・・・・・・・約８億２千万円
　　　　　　　　水道管更新予定延長約９ｋｍ
●浄水場等の改修及び改良工事に要する費用・・・約５億６千万円
　　　　　　　　除鉄・除マンガン装置改修１か所 など　　

※1　地下水に含まれる鉄分やマンガン分を取り除き、濁り水の発生を抑えるためのろ過装置です。　※2　長期前受金戻入は、補助金や寄贈により取得した水道管や下水道管を収益としていくものです。
※3　不足額は、損益勘定留保資金（施設の建設や更新のために用意している現金)などで補います。

水 道 事 業

収益的収支　（水道水を作り、ご家庭に送るための費用とその財源です）

資本的収支　（水道施設の建設や更新のための費用とその財源です）

【予算概要】
　健康で快適な生活環境の確保と河川等の公共用水域の水
質を改善するため、未普及地区での下水道管の整備を行うほ
か、老朽化した下水道管の更新や中継ポンプ場などの下水道
施設の改修を進めます。

【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●下水道整備区域の拡張工事に要する費用・・・・・・・約７千万円
　　　　　　　　下水道管布設予定延長約１ｋｍ  
●老朽管等の更新工事に要する費用・・・・・・・・・約１億６千万円
　　　　　　　　下水道管更新予定延長約１ｋｍ など  
●中継ポンプ場・人孔ポンプの改修工事に要する費用・・・約３千万円
　中継ポンプ場ポンプ交換２か所　人孔ポンプ交換２か所

下 水 道 事 業

▲改修を予定している志津浄水場の除鉄・除マンガン装置 ※1

▲老朽化した下水道管の更新工事

収益：40億4,800万円

水道料金　34億9,900万円

長期前受金戻入※2 3億1,399万円

その他収入　2億3,501万円

支出：20億5,200万円

老朽管更新工事、浄水場施設等改修工事等の費用
17億4,150万円

借入金元金の返済　1億1,050万円

投資
2億円

収入：1億1,600万円

不足額※3 19億3,600万円

工事負担金、他会計負担金　1,602万円
固定資産売却代金　9,998万円

費用：36億6,700万円

受水費・人件費等の営業費用　24億5,789万円 減価償却費
11億376万円

借入金利息の支払い等（予備費含む）　1億535万円

予算における利益　3億8,100万円

収益的収支　（汚水処理や雨水排除するための費用とその財源です）

資本的収支　（下水道施設の建設や更新のための費用とその財源です）

収益：33億300万円

下水道使用料　19億5,400万円 長期前受金戻入※2
11億1,958万円

予算における損失　1,900万円

その他収入　2億2,942万円

支出：8億8,700万円

下水道施設の拡張、改良工事等の費用
5億214万円

借入金元金の返済
　3億8,486万円

出資金　9,211万円

企業債
2億1,270万円

収入：4億300万円

不足額※3 4億8,400万円

補助金　5,580万円
負担金、その他　4,239万円

費用：33億2,200万円

印旛沼流域下水道処理費・人件費等の
営業費用　15億2,796万円

減価償却費
16億3,412万円

借入金利息の支払い等（予備費含む）　1億5,992万円
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　平成27年3月20日現在、浄水場
で採取した水道水から、放射性セ
シウム及び放射性ヨウ素は検出さ
れていません。
　今後も皆様に安心してご使用い
ただけるよう検査を継続していき
ます。

水道水中の
放射性物質に
ついて

水道水中の
放射性物質に
ついて

●上下水道部（事業管理課、給水課、施設課）へのお問い合わせは　ホームページ http://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/10-1-0-0-0_12.html
　TEL043（485）1191　FAX043（485）1194　　 suidou@city.sakura.lg.jp
●上下水道部（下水道課）へのお問い合わせは　　ホームページ http://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/10-2-0-0-0_1.html
　TEL043（484）6158　FAX043（486）2505　　 gesuido@city.sakura.lg.jp

引越しのシーズンです引越しのシーズンです

平成27年度水質検査計画（概要）平成27年度水質検査計画（概要）

はじめに

　佐倉市上下水道部では、市民の皆様が安心して水道水を利用で
きるよう、水道法に基づいた水質検査を実施しています。
　平成27年度の水質検査計画を策定しましたので、その概要に
ついてお知らせします。

浄水（給水栓）の水質検査計画

　採水地点及び頻度
　　・市内３か所の給水栓・・・・・・・・年12回
　　・市内９か所の給水栓・・・・・・・・年４回
　　※色、濁り及び消毒の残留効果は市内３か所の給水栓で毎日
　　　検査します。

原水（地下水）の水質検査計画

　採水地点及び頻度
　　・３浄水場の原水（地下水）・・・・年12回
　　・市内32か所の水源（井戸）・・・年４回

臨時の水質検査

　水源等で著しい水質の変化があり、供給する水が水質基準に適
合しない恐れがある場合には、必要に応じて水源や浄水場、給水
栓等から採水し、臨時の水質検査を行います。

水質検査計画及び検査結果の公表

　水質検査計画の詳細については、上下水道部ホームページ、又
は、佐倉市役所市政資料室にある「佐倉市上下水道部　平成27
年度水質検査計画」をご覧ください。
　水質検査の結果については、広報「佐倉市の上下水道」と上下
水道部ホームページで公表します。

　佐倉市水道事業及び下水道事業（以下、上下水道事業）では、
水道ビジョン・下水道ビジョンの策定に着手しました。上下水道事業
にとって重要な計画ですので、今回のトピックは、水道ビジョン・下水
道ビジョンはどのようなものか、お知らせします。

Ｑ.なぜ、水道ビジョン・下水道ビジョンを作るのですか。
またどのようなものですか。

A.上下水道事業の中長期的な方向性を示し、事業を計画的に推
進するため策定するものです。
水道ビジョン・下水道ビジョンは、人口減少による料金、使用料
収入の減少や老朽管の更新対策、地震災害をはじめとした危
機管理など上下水道に係わる様々な諸問題とその対応を幅広
く網羅した全体構想であり、上下水道事業における最上位計画
として策定するものです。

Ｑ.水道ビジョン・下水道ビジョンは初めて作るのですか。
A. 水道ビジョンは平成21年４月に策定し、平成27年度で計画期
間が終了することから、今回、平成28年度から始まる次期水道
ビジョンを策定しようとするものです。下水道ビジョンについて
は、下水道事業が企業会計に移行したことを契機として、今回
初めて策定するものです。

Ｑ.どのような作業をするのですか。
A.ビジョン策定に向けて大きく分けて、三業務を予定しています。
一つ目は、現状分析として現在の上下水道事業の経営診断と
お客様ニーズ調査、二つ目は、将来を見据えた料金のあり方検
討、三つ目は、これらを踏まえたビジョン策定業務です。

●アンケート調査へのご協力をお願いします
　上下水道事業では、今回のビジョン策定に際し、お客様のニーズ調査と
して、市民の皆様のアンケート調査を予定しています。アンケート調査は、
任意抽出方式で行いますが、お手元にアンケート調査が届いた場合は、ご
協力をよろしくお願いします。
　上下水道事業では、今後とも、水道ビジョン・下水道ビジョンに基づき、
地方公営企業として効率的・合理的な経営に努め、お客様により信頼
される上下水道を目指します。

佐倉市水道ビジョン
（H21～H27）

次期佐倉市水道ビジョン （H28～H42）

佐倉市下水道ビジョン （H28～H42）

計画
策定

（H26～
H27）

上下水道トピック

水道ビジョン・下水道ビジョンの
策定に着手

水質検査の様子

　水道の使用開始・中止の手続きはお済みですか？
お引越しが決まりましたら、下記の連絡先までお早めにご連絡ください。

こんなときもお知らせください
・長期間水道を使わないとき　・使用者名義が変わるとき
・井戸を水源として下水道をお使いの一般家庭で、居住人数が増減したとき
【連 絡 先】佐倉市上下水道お客様センター（業務委託）

第一環境株式会社　佐倉営業所
佐倉市表町四丁目7-1　☎043-486-1555

【営業時間】平日及び土曜日の午前8時30分～午後5時15分
ただし年末年始（12月29日～1月3日）を除く。
日曜日・祝日（土曜日を除く）は休業

１

2

3

4

5

平成27年（2015年）3月31日 佐倉市の上下水道


